
※ 2030 生物多様性枠組実現日本会議 
Japan Conference for 2030 Global Biodiversity 
Framework

出展：環境省

J - 
G
B
F
と
は

J-

G
B
F
（
※
）
は
、
2
0
1
1
年
か

ら
2
0
2
0
年
ま
で
生
物
多
様
性
の
問
題

に
取
り
組
ん
で
き
た
「
国
連
生
物
多
様
性
の

10
年
日
本
委
員
会
（
U
N
D
B-
J
）」
の
後

継
組
織
と
し
て
、
2
0
2
1
年
11
月
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
J-
G
B
F
で
は
、「
ポ
ス
ト

2
0
2
0
生
物
多
様
性
枠
組
」
な
ど
の
次
期

国
際
目
標
・
国
内
戦
略
の
達
成
に
向
け
て
、

企
業
や
国
民
に
具
体
的
な
行
動
変
容
を
促
す

取
り
組
み
の
強
化
お
よ
び
様
々
な
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
間
の
連
携
を
促
す
た
め
の
枠
組
構

築
を
図
る
た
め
、
総
会
や
各
種
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
や
、
普
及
啓
発
ツ
ー
ル
の

紹
介
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
宣
言

の
呼
び
か
け

「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」
と
は
、
生
物

多
様
性
の
損
失
を
止
め
、
回
復
軌
道
に
乗
せ

る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。2
0
3
0
年
ま
で
に

「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」
を
実
現
す
る
こ

と
が
、
2
0
5
0
年
ビ
ジ
ョ
ン
の
達
成
に
向
け
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た
短
期
目
標
で
す
。

「
2
0
3
0
年
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」

の
実
現
に
向
け
て
、
人
類
存
続
の
基
盤
と
し

て
の
健
全
な
生
態
系
を
確
保
し
、
生
態
系
に

よ
る
恵
み
を
維
持
し
回
復
さ
せ
、
自
然
資
本

を
守
り
活
か
す
社
会
経
済
活
動
を
広
げ
る
た

め
に
、
こ
れ
ま
で
の
生
物
多
様
性
保
全
施
策

に
加
え
て
、気
候
変
動
や
資
源
循
環
等
の
様
々

な
分
野
の
施
策
と
連
携
し
取
り
組
む
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
宣
言
と
は
、
ネ

イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の
実
現
に
向
け
た
第
一

歩
と
し
て
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
さ
ま
の

活
動
を
表
明
し
て
い
た
だ
く
宣
言
で
す
。
ネ

イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の
実
現
に
は
多
様
な
ス

や
関
心
の
醸
成
、
人
と
し
て
の
豊
か
な
成
長

を
図
る
と
と
も
に
、
人
と
動
物
の
適
切
な
関

係
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
普
及
さ
せ
る
」
こ
と

に
対
し
て
、「
人
と
自
然
、人
と
人
、人
と
社
会
」

の
つ
な
が
り
の
再
構
築
を
目
指
し
た
自
然
体

験
活
動
を
軸
と
し
た
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発
及
び
実
施
を
、
日
本
全
国
・
海
外
の

会
員
の
皆
さ
ま
と
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
今
年
の
清
里
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
テ
ー

マ
を
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
型
環
境
教
育
の
提

案 

〜
2
0
3
0
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
〜
」

と
設
定
し
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
生
物
多
様

性
×
環
境
教
育
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
や
場
を

創
出
し
て
い
ま
す
。

生
物
多
様
性
の
喪
失
や
気
候
危
機
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、
環
境
問
題
は
現
在
進
行
形

で
悪
化
し
て
い
ま
す
。
我
々
が
暮
ら
す
地
球
の

限
界
は
既
に
超
え
て
お
り
、
解
決
に
向
け
て
残

さ
れ
た
時
間
も
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

問
題
の
解
決
に
向
け
て
は
「
行
動
変
容
」
を

促
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
J
E
E
F
は
こ
れ
か

ら
も
、
得
意
と
す
る
「
体
験
と
対
話
を
重
視

し
た
環
境
教
育
」
に
よ
っ
て
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
の
達
成
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

文
：
加
藤
超
大
（
J
E
E
F
）

J
E
E
F
の
こ
れ
か
ら
の
動
き

J
E
E
F
で
は
今
後
、
J-

G
B
F
ネ
イ

チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
行
動
計
画
の
中
の
「
行
動

目
標
4-

2
日
常
的
に
自
然
と
ふ
れ
あ
う
機
会

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
自
然
の
恩
恵
や
自
然

と
人
と
の
関
わ
り
な
ど
様
々
な
知
識
の
習
得

イメージキャラクター 

「だいだらポジー」
環境省では、国民一人一人が、ネイ

チャーポジティブに寄与する消費選択を
できる経済社会づくりの推進のため、ネイ
チャーポジティブのイメージキャラクターと
その愛称を募集しました。その結果、「だ
いだらポジ ー（DAIDARAPOSIE）」 が
イメージキャラクターとして決定しました。
日本各地で山や湖、川を作ったとして伝承
されている巨人「だいだらぼっち」がモチー

フで、地球のポジ
ティブな未来を抱き
しめて見守り続ける
キャラクターとして
制作されました。

「ネイチャーポジティブ宣言ポータルサ
イト」より、「ネイチャーポジティブ宣言
フォーム」に記入、送信してください。

登録された各団体の「ネイチャーポジ
ティブ宣言」は、データベース化し、ポー
タルサイトに掲載されます。

ネイチャーポジティブ宣言への 
登録方法

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
実
践
・
協
力
・
協
業
が

必
要
で
す
。ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
さ
ま
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
載
せ
た
宣
言
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
さ
ら
に
一
歩
前
進
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
J
E
E
F
会
員
の
皆

さ
ま
も
本
宣
言
に
賛
同
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

登
録
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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